
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
主スクリードの後方に上下動可能な支持アームを突設し、該支持アームにて支承され且つ
前後に配置された一対の伸縮スクリードであって、前側の第１伸縮スクリードが左右何れ
かの一方向へ伸縮し、且つ、後側の第２伸縮スクリードが前記第１伸縮スクリードとは反
対側の他方向へ伸縮するように形成し、前記主スクリードの後端と前記第２伸縮スクリー
ドの前端との間に合材侵入防止用仕切装置を設けた道路舗装機械に於いて、前記主スクリ
ードの後端と前記第２伸縮スクリードの前端との間の支持アームの下部にカバーブラケッ
トを垂設し、該カバーブラケットの下部内側に側面視略矩形状の仕切板を設け、該仕切板
の前端を前記主スクリードの後端に枢着するとともに、吊下げ調整手段を介して該仕切板
の後部を前記支持アームに支持させ、該仕切板の後端の高さを前記吊下げ調整手段にて調
整可能に形成したことを特徴とする道路舗装機械に於けるスクリード部の合材侵入防止用
仕切装置。
【請求項２】
請求項１記載の吊下げ調整手段は、仕切板に下端を枢着したロッドと、該ロッドの上端に
螺着されて該ロッドに対する突出長さを変更可能にした調整ボルトと、この調整ボルトを
回転自在に保持するブラケットとからなり、該ブラケットを支持アームの上部位置に取り
付けた請求項１記載の道路舗装機械に於けるスクリード部の合材侵入防止用仕切装置。
【請求項３】
請求項１記載の吊下げ調整手段は、仕切板に下端を枢着し且つ上端をカバーブラケットま
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たは支持アームに装着したターンバックルからなる請求項１記載の道路舗装機械に於ける
スクリード部の合材侵入防止用仕切装置。
【請求項４】

吊下げ調整手段の上端と下端との間で第１リンクを構成するととも
に、仕切板の前端と後端との間で第２リンクを構成し、前記吊下げ調整手段の下端から前
方へ第３リンクを連結してその前端を主スクリードの後端に枢着し、更に、該第３リンク
の中間部と前記仕切板の後端とを第４リンクにて連結し、主スクリードの後端の高さと第
２伸縮スクリードの後端の高さが不一致となった場合に、支持アームを上下動して第２伸
縮スクリードの後端の高さを主スクリードの後端の高さに一致させたとき、第２伸縮スク
リードの後端の高さの変化よりも、前記仕切板の後端の高さの変化が小となるように形成
した 道路舗装機械に於けるスクリード部の合材侵入防止用仕切装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は道路舗装機械に於けるスクリード部に関するものであり、特に、主スクリードと
伸縮スクリードとの間に設けられた合材侵入防止用仕切装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、此種道路舗装機械は、主スクリードの後方に一対の伸縮スクリードを前後に配置し
てあり、これらの伸縮スクリードは主スクリードの後方に上下動可能に突設された支持ア
ームにて支承されている。そして、前側の第１伸縮スクリードは左右何れかの一方向へ伸
縮し、後側の第２伸縮スクリードが前記第１伸縮スクリードとは反対側の他方向へ伸縮す
るように形成されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】
特開２０００－３５５９０５号公報（第１～５頁、図１）。
【０００４】
ここで、舗装作業時に主スクリードの後端の高さと第１及び第２伸縮スクリードの夫々の
後端の高さが不一致になった場合に、前記支持アームを上下動して第１及び第２伸縮スク
リードの後端の高さを前記主スクリードの後端の高さと一致させるが、この際に、前記主
スクリードにて舗装した後方に合材が回り込み、主スクリードと伸縮スクリードとの間か
ら合材が侵入することがある。然るときは、主スクリードと伸縮スクリードとがラップす
る部分の舗装面の仕上げが悪化する。このため、主スクリードの後端と第２伸縮スクリー
ドの前端との間に合材侵入防止用仕切装置を設けて合材の侵入を防止している。
【０００５】
図１３及び図１４は従来の道路舗装機械に於けるスクリード部１を示し、主スクリード２
の後方に上下動可能な支持アーム３，３を突設し、夫々の支持アーム３，３に前側の第１
伸縮スクリード４と後側の第２伸縮スクリード５が支承されている。そして、主スクリー
ド２の後端と第２伸縮スクリード５の前端との間に合材侵入防止用仕切装置６が設けられ
ている。
【０００６】
図１３乃至図１６に示すように、従来の合材侵入防止用仕切装置６は、支持アーム３の下
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主スクリードの後方に上下動可能な支持アームを突設し、該支持アームにて支承され且つ
前後に配置された一対の伸縮スクリードであって、前側の第１伸縮スクリードが左右何れ
かの一方向へ伸縮し、且つ、後側の第２伸縮スクリードが前記第１伸縮スクリードとは反
対側の他方向へ伸縮するように形成し、前記主スクリードの後端と前記第２伸縮スクリー
ドの前端との間に合材侵入防止用仕切装置を設けた道路舗装機械に於いて、前記主スクリ
ードの後端と前記第２伸縮スクリードの前端との間の支持アームの下部にカバーブラケッ
トを垂設し、該カバーブラケットの下部内側に側面視略矩形状の仕切板を設け、前記支持
アームにロッド式の吊下げ調整手段を垂設し、前記仕切板の前端を前記主スクリードの後
端に枢着し、そして、

ことを特徴とする



部に垂設された背面視逆Ｌ字形のカバーブラケット７と、該カバーブラケット７の外側に
ボルト締めにて固定された平板状の仕切板８、並びに、該カバーブラケット７の外側で且
つ前記仕切板８の後部にボルト締めにて固定された仕切ブラケット９等から構成されてい
る。前記仕切板８には縦方向に長径の取付孔８ａが開穿されており、該取付孔８ａへボル
トを挿通した状態で、前記仕切板８の取り付け高さを上下に微調整できるように形成され
ている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
従来の合材侵入防止用仕切装置は、仕切板の高さを主スクリード及び第２伸縮スクリード
の高さに一致させる際、仕切板の重量を支えながらボルトを弛緩して長孔の口径の範囲内
で仕切板を上下に移動するため、高さ調整の作業性が良好ではなかった。また、高さ調整
を行う際は舗装作業を一時中断する必要がある。
【０００８】
そこで、スクリード部に合材侵入防止用仕切装置を設けた道路舗装機械に於いて、舗装作
業を中断することなく、仕切板の高さを外部から容易に調整できるようにするために解決
すべき技術的課題が生じてくるのであり、本発明はこの課題を解決することを目的とする
。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
本発明は上記目的を達成するために提案されたものであり、請求項１記載の発明は、主ス
クリードの後方に上下動可能な支持アームを突設し、該支持アームにて支承され且つ前後
に配置された一対の伸縮スクリードであって、前側の第１伸縮スクリードが左右何れかの
一方向へ伸縮し、且つ、後側の第２伸縮スクリードが前記第１伸縮スクリードとは反対側
の他方向へ伸縮するように形成し、前記主スクリードの後端と前記第２伸縮スクリードの
前端との間に合材侵入防止用仕切装置を設けた道路舗装機械に於いて、前記主スクリード
の後端と前記第２伸縮スクリードの前端との間の支持アームの下部にカバーブラケットを
垂設し、該カバーブラケットの下部内側に側面視略矩形状の仕切板を設け、該仕切板の前
端を前記主スクリードの後端に枢着するとともに、吊下げ調整手段を介して該仕切板の後
部を前記支持アームに支持させ、該仕切板の後端の高さを前記吊下げ調整手段にて調整可
能に形成した道路舗装機械に於けるスクリード部の合材侵入防止用仕切装置を提供する。
前記吊下げ調整手段の全長を伸縮すれば、支持アームに対して仕切板がその前端を中心に
回動し、該仕切板の後端の高さが変化する。
【００１０】
請求項２記載の発明は、請求項１記載の吊下げ調整手段は、仕切板に下端を枢着したロッ
ドと、該ロッドの上端に螺着されて該ロッドに対する突出長さを変更可能にした調整ボル
トと、この調整ボルトを回転自在に保持するブラケットとからなり、該ブラケットを支持
アームの上部位置に取り付けた道路舗装機械に於けるスクリード部の合材侵入防止用仕切
装置を提供する。ブラケットにより支持アームの上部位置に取り付けた調整ボルトを回転
すれば、ロッドに対する調整ボルトの突出長さが変化して吊下げ調整手段の全長が伸縮し
、ロッドの下端に取り付けた仕切板が回動する。
【００１１】
請求項３記載の発明は、請求項１記載の吊下げ調整手段は、仕切板に下端を枢着し且つ上
端をカバーブラケットまたは支持アームに装着したターンバックルからなる道路舗装機械
に於けるスクリード部の合材侵入防止用仕切装置を提供する。ターンバックルのボディを
回転すれば、ボディに対するアイボルトの突出長さが変化し、吊下げ調整手段の全長が伸
縮して仕切板が回動する。
【００１２】
　請求項４記載の発明は、
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主スクリードの後方に上下動可能な支持アームを突設し、該支
持アームにて支承され且つ前後に配置された一対の伸縮スクリードであって、前側の第１
伸縮スクリードが左右何れかの一方向へ伸縮し、且つ、後側の第２伸縮スクリードが前記



吊下げ調整手段の上端と下端との間で第
１リンクを構成するとともに、仕切板の前端と後端との間で第２リンクを構成し、前記吊
下げ調整手段の下端から前方へ第３リンクを連結してその前端を主スクリードの後端に枢
着し、更に、該第３リンクの中間部と前記仕切板の後端とを第４リンクにて連結し、主ス
クリードの後端の高さと第２伸縮スクリードの後端の高さが不一致となった場合に、支持
アームを上下動して第２伸縮スクリードの後端の高さを主スクリードの後端の高さに一致
させたとき、第２伸縮スクリードの後端の高さの変化よりも、前記仕切板の後端の高さの
変化が小となるように形成した道路舗装機械に於けるスクリード部の合材侵入防止用仕切
装置を提供する。第２伸縮スクリードの後端の高さを主スクリードの後端の高さに一致さ
せるべく、第２伸縮スクリードの高さを上昇させれば、第２伸縮スクリードと一体に支持
アーム及び第１リンクも同じ高さ上昇する。第４リンクは第３リンクの中間部に連結され
ているため、第３リンクの後端即ち第１リンクの下端が同じ高さ上昇するのに対して、該
中間部はその１／２の高さだけ上昇する。従って、第２リンクの後端は１／２の高さだけ
上昇する。第２伸縮スクリードの後端の高さの変化よりも、前記仕切板の後端の高さの変
化が小となる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施の形態を図１乃至図１２に従って詳述する。図１及び図２は道路舗
装機械に於けるスクリード部１１を示し、主スクリード１２の後方に上下動可能な支持ア
ーム１３，１３を突設し、夫々の支持アーム１３，１３に前側の第１伸縮スクリード１４
と後側の第２伸縮スクリード１５が支承されている。第１伸縮スクリード１４は内蔵され
たシリンダ１４ａの伸縮動作により、スクリード部１１の左方向へ突出するように伸縮し
、第２伸縮スクリード１５は内蔵されたシリンダ１５ａの伸縮動作により、スクリード部
１１の右方向へ突出するように伸縮する。そして、主スクリード１２の後端と第２伸縮ス
クリード１５の前端との間に合材侵入防止用仕切装置１６が設けられている。
【００１５】
図１乃至図６に示すように、本発明の合材侵入防止用仕切装置１６は、前記支持アーム１
３の下部に垂設されたカバーブラケット１７と、該カバーブラケット７の下部内側に設け
られた仕切板１８と、該カバーブラケット１７の後部外側にボルト締めにて固定された仕
切ブラケット１９と、前記仕切板１８の吊下げ高さを調整するための吊下げ調整手段２０
等から構成されている。
【００１６】
前記カバーブラケット１７は背面視逆Ｌ字形であり、該カバーブラケット１７の側面１７
ａの前縁部を主スクリード１２のサイドカバー２１の内側にラップさせるとともに、該カ
バーブラケット１７の上面１７ｂを前記支持アーム１３の下面にボルト締めにて固定する
。従って、該カバーブラケット１７が前記支持アーム１３及び第２伸縮スクリード１５と
一体に上下動するように形成されている。また、該カバーブラケットの上面１７ｂに支持
片１７ｃを固設し、この支持片１７ｃに吊下げ調整手段２０を挿通して上下動自在に支持
するとともに、該吊下げ調整手段２０の下部も支持片１７ｄにて上下動自在に支持する。
【００１７】
前記吊下げ調整手段２０は、仕切板１８に下端を枢着したロッド２０ａと、該ロッド２０
ａの上端に螺着されて該ロッド２０ａに対する突出長さを変更可能にした調整ボルト２０
ｂと、この調整ボルト２０ｂを回転自在に保持するブラケット２０ｃとからなり、該ブラ
ケット２０ｃを前記支持アーム１３の側面上部位置に取り付けてある。また、前記ロッド
２０ａの下端に取付部２０ｄを設け、この取付部２０ｄにアイボルト２０ｅを差し込んで
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第１伸縮スクリードとは反対側の他方向へ伸縮するように形成し、前記主スクリードの後
端と前記第２伸縮スクリードの前端との間に合材侵入防止用仕切装置を設けた道路舗装機
械に於いて、前記主スクリードの後端と前記第２伸縮スクリードの前端との間の支持アー
ムの下部にカバーブラケットを垂設し、該カバーブラケットの下部内側に側面視略矩形状
の仕切板を設け、前記支持アームにロッド式の吊下げ調整手段を垂設し、前記仕切板の前
端を前記主スクリードの後端に枢着し、そして、



横方向からピン２０ｆを挿入し、該アイボルト２０ｅを後述する仕切板１８の雌螺子部１
８ｄに螺着する。
【００１８】
一方、前記仕切板１８は側面視略矩形状の側面板１８ａと、該側面板１８ａの内側に略水
平に固設された平面板１８ｂとからなり、該平面板１８ｂの前端にパイプ状の枢着部１８
ｃを横向きに固設するとともに、該平面板１８ｂの後部に雌螺子部１８ｄを上向きに設け
てある。そして、前記主スクリード１２の後端に取付ブラケット１２ａを固設し、該取付
ブラケット１２ａに前記仕切板１８の枢着部１８ｃをピン１２ｂにて枢着する。
【００１９】
而して、前記吊下げ調整手段２０の調整ボルト２０ｂを回転させて前記ロッド２０ａに対
する突出長さを変更すれば、前記支持アーム１３及びカバーブラケット１７に対して前記
ロッド２０ａが上下方向へ移動し、前記アイボルト２０ｅと雌螺子部１８ｄが螺着されて
いるので、前記仕切板１８の後部が上下何れかの方向へ押し引き、該仕切板１８は前端の
枢着部１８ｃ及びピン１２ｂを回動支点として回動するため、仕切板１８の後端の高さが
変更される。例えば、前記ロッド２０ａに対する調整ボルト２０ｂの突出長さを長くすれ
ば前記ロッド２０ａが下方に移動し、前記仕切板１８が下方へ回動して後端の高さが低く
なる。
【００２０】
このように、舗装作業時に、仕切板１８の高さを主スクリード１２及び第２伸縮スクリー
ド１５の高さに一致させる際、前記吊下げ調整手段２０の調整ボルト２０ｂを回転するこ
とにより、随時、仕切板１８の後端の高さを調整することができ、従来のように舗装作業
を一時中断する必要がなく、舗装作業を続行しつつ、極めて容易に仕切板１８の高さ調整
を行うことが可能である。
【００２１】
図７及び図８は、他の実施の形態を示し、吊下げ調整手段２２をターンバックルにて構成
することもできる。前記仕切板１８には、予め平面板１８ｂの後部に取付部１８ｅを上向
きに設けておき、カバーブラケット１７の内側面には取付部１７ｅを固設しておく。そし
て、吊下げ調整手段２２であるターンバックルの下端に設けたアイボルト２２ａを前記仕
切板１８の取付部１８ｅに差し込み、横方向からピン２２ｂを挿入して仕切板１８に連結
する。また、ターンバックルの上端に設けたアイボルト２２ｃを前記カバーブラケット１
７の取付部１７ｅに差し込み、横方向からピン２２ｄを挿入してカバーブラケット１７に
連結する。尚、図示は省略するが、前記ターンバックルの上端に設けたアイボルト２２ｃ
を前記支持アーム１３に装着してもよい。
【００２２】
而して、前記吊下げ調整手段２２を調整する際は、ターンバックルのボディ２２ｅを左右
何れかの方向へ回転させれば、上下のアイボルト２２ａ，２２ｃがボディ２２ｅから繰り
出され、或いは、ボディ２２ｅに引き込まれて、ターンバックルの全長が伸縮し、前記仕
切板１８の取付部１８ｅに差し込んだピン２２ｂと、前記カバーブラケット１７の取付部
１７ｅに差し込んだピン２２ｄとの間の距離が変更される。即ち、前記仕切板１８が前端
の枢着部１８ｃ及びピン１２ｂを回動支点として回動するため、仕切板１８の後端の高さ
が変更される。例えば、前記ターンバックルのボディ２２ｅを平面視で反時計回りに回転
すれば、上下のアイボルト２２ａ，２２ｃがボディ２２ｅから繰り出されて、ターンバッ
クルの全長が伸長し、前記仕切板１８が下方へ回動して後端の高さが低くなる。
【００２３】
次に、図９及び図１０に従って、舗装作業時に於ける各スクリードの動きと仕切板の調整
について説明する。図９（ａ）に示すように、舗装作業の開始前は、主スクリード１２の
後端の高さと、第１伸縮スクリード１４及び第２伸縮スクリード１５の夫々の後端の高さ
が一致して、地面（ＧＬ）から一定の高さとなっているものとする。
【００２４】
図９（ｂ）に示すように、舗装作業が開始されて主スクリード１２が所定のアタック角θ
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になると、主スクリード１２と第１及び第２伸縮スクリード１４，１５が一体に傾斜する
。ここで、各スクリードの前後幅が略等しいため、この状態では、前記主スクリード１２
の後端の高さと第１伸縮スクリード１４の後端の高さとの差をｈとすれば、前記主スクリ
ード１２の後端の高さと第２伸縮スクリード１５の後端の高さとの差は２ｈとなる。
【００２５】
第１及び第２伸縮スクリード１４，１５の後端の高さを、夫々主スクリード１２の後端の
高さに一致させるべく、図９（ｃ）及び図１０に示すように、第１伸縮スクリード１４を
高さｈ上昇させるとともに、第２伸縮スクリード１５を高さ２ｈ上昇させて、主スクリー
ド１２の後端の高さと第１及び第２伸縮スクリード１４，１５の後端の高さを一致させる
。前記仕切板１８の後端は吊下げ調整手段２０を介して支持アーム１３に支持されている
ので、第２伸縮スクリード１５が高さ２ｈ上昇すれば、仕切板１８の後端の位置も２ｈ上
昇する。即ち、該仕切板１８の後端が目標高さよりもｈ上昇し過ぎることになる。
【００２６】
而して、前記吊下げ調整手段２０の調整ボルト２０ｂを回転させて前記吊下げ調整手段２
０の全長をｈ伸長すれば、図９（ｄ）及び図１０に示すように、仕切板１８の後端の高さ
がｈ低くなり、該仕切板１８の後端の高さを主スクリード１２の後端の高さと第２伸縮ス
クリード１５の後端の高さに一致させることができる。
【００２７】
図１１及び図１２は、更に他の実施の形態を示し、前述したロッド式の吊下げ調整手段２
０の下端と仕切板１８の後端との間にリンク機構を介装してある。前記吊下げ調整手段２
０の上端Ａと下端Ｂとの間で第１リンクＬ１を構成するとともに、前記仕切板１８の前端
Ｃと後端Ｄとの間で第２リンクＬ２を構成している。そして、前記吊下げ調整手段２０の
下端Ｂから前方へ第３リンクＬ３を連結してその前端Ｅを前記主スクリード１２の後端に
枢着し、更に、該第３リンクＬ３の中間部Ｆと前記仕切板の後端Ｄとを第４リンクＬ４に
て連結する。尚、前記中間部Ｆの位置は第３リンクＬ３の略中央部とする（ＢＦ間の長さ
≒ＥＦ間の長さ）。
【００２８】
而して、第２伸縮スクリード１５の後端の高さを主スクリード１２の後端の高さに一致さ
せるべく、第２伸縮スクリード１５の高さを２ｈ上昇させれば、二点鎖線で示すように、
第２伸縮スクリード１５と一体に支持アーム１３及び第１リンクＬ１（吊下げ調整手段２
０）も２ｈ上昇する。従って、該第１リンクＬ１の下端Ｂに連結されている第３リンクＬ
３が、その前端Ｅを回動中心として上方へ回動する。更に、該第３リンクＬ３に連結され
ている第４リンクＬ４を介して、前記第２リンクＬ２がその前端Ｃを回動中心として上方
へ回動する。
【００２９】
このとき、前記第４リンクＬ４が第３リンクＬ３の略１／２の中間部Ｆに連結されている
ため、第３リンクＬ３の後端即ち第１リンクＬ１の下端Ｂが２ｈ上昇するのに対して、該
中間部Ｆはその１／２即ちｈだけ上昇する。従って、第２リンクＬ２の後端Ｄはｈだけ上
昇することになる。
【００３０】
このように、上記リンク機構を用いたことにより、第１リンクＬ１の上端Ａが２ｈ上昇し
たときに、前記吊下げ調整手段２０の調整ボルト２０ｂを調整しなくとも、第２リンクＬ
２の後端Ｄの上昇高さはｈと、半分の移動量となる。そして、第２伸縮スクリード１５の
後端の高さの変化に対して、仕切板１８の後端の高さの変化が小となるので、仕切板１８
の高さ調整の頻度を減少させることができ、作業性の向上に寄与できる。
【００３１】
尚、本実施の形態では、吊下げ調整手段の調整ボルトを手作業にて回転して調整するよう
に記載したが、該調整ボルトを電動モータや油圧モータにて回転するように構成すれば、
作業者の手を煩わすことがなくなって省力化を図ることができる。また、吊下げ調整手段
の具体例としては、前記調整ボルト付きのロッドやターンバックルに限定すべきではなく
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、例えば油圧シリンダにて仕切板の後端高さを調整可能にする等、他の構成であってもよ
い。
【００３２】
而して、本発明は、本発明の精神を逸脱しない限り種々の改変を為すことができ、そして
、本発明が該改変されたものに及ぶことは当然である。
【００３３】
【発明の効果】
本発明は上記一実施の形態に詳述したように、請求項１記載の発明は、主スクリードの後
端と第２伸縮スクリードの前端との間の支持アームの下部に、カバーブラケットを垂設し
てその下部内側に側面視略矩形状の仕切板を設け、該仕切板の前端を主スクリードの後端
に枢着するとともに、該仕切板の後端高さを吊下げ調整手段にて調整可能に形成したので
、前記吊下げ調整手段により、随時、仕切板の後端の高さを主スクリード及び第２伸縮ス
クリードの高さに一致させることができ、従来のように舗装作業を一時中断する必要がな
く、舗装作業を続行しつつ、極めて容易に仕切板の高さ調整を行うことが可能である。
【００３４】
請求項２記載の発明は、請求項１記載の吊下げ調整手段は、仕切板に下端を枢着したロッ
ドと、該ロッドの上端に螺着された調整ボルトと、この調整ボルトを支持するために支持
アームの上部位置に取り付けたブラケットとからなり、前記調整ボルトがカバーブラケッ
トよりも上方へ露出しているので、仕切板の高さ調整が極めて容易に行える。
【００３５】
請求項３記載の発明は、請求項１記載の吊下げ調整手段はターンバックルからなり、構成
が簡単であるためコストダウンに寄与できる。
【００３６】
　請求項４記載の発明は 下げ調整手段を第１リンクとするとともに仕切板を第２リン
クとし、前記吊下げ調整手段の下端と主スクリードとを第３リンクにて連結し、該第３リ
ンクの中間部と前記仕切板の後端とを第４リンクにて連結したので、第２伸縮スクリード
の後端の高さを主スクリードの後端の高さに一致させるべく、第２伸縮スクリードを上下
動させたときに、第２伸縮スクリードの後端の高さの変化よりも、前記仕切板の後端の高
さの変化が小となるように形成したので、第２伸縮スクリードの後端の高さの変化に対し
て仕切板の後端の高さの変化が小となり、仕切板の高さ調整の頻度が減少して作業性の向
上に寄与できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態を示し、道路舗装機械に於けるスクリード部を示す平面図
。
【図２】本発明の一実施の形態を示し、道路舗装機械に於けるスクリード部を示す側面図
。
【図３】本発明の一実施の形態を示し、図２のＡ－Ａ線断面図。
【図４】本発明の一実施の形態を示し、吊下げ調整手段の側面図。
【図５】本発明の一実施の形態を示し、吊下げ調整手段の平面図。
【図６】本発明の一実施の形態を示し、 (ａ )仕切板の平面図、 (ｂ )仕切板の側面図。
【図７】本発明の他の実施の形態を示し、吊下げ調整手段の側面図。
【図８】本発明の他の実施の形態を示し、図７のＢ－Ｂ線断面図。
【図９】本発明の一実施の形態を示し、（ａ）～（ｄ）は各スクリードの動きと仕切板の
調整についての説明図。
【図１０】本発明の一実施の形態を示し、仕切板の動きについての説明図。
【図１１】本発明の更に他の実施の形態を示し、吊下げ調整手段と仕切板との間にリンク
機構を介装した構成の側面図。
【図１２】本発明の更に他の実施の形態を示し、図１１に示したリンク機構の説明図。
【図１３】従来技術を示し、道路舗装機械に於けるスクリード部の平面図。
【図１４】従来技術を示し、道路舗装機械に於けるスクリード部の側面図。
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【図１５】従来技術を示し、図１４のＸ－Ｘ線断面図。
【図１６】従来技術を示し、仕切板の拡大図。
【符号の説明】
１１　　　　スクリード部
１２　　　　主スクリード
１３　　　　支持アーム
１４　　　　第１伸縮スクリード
１５　　　　第２伸縮スクリード
１６　　　　合材侵入防止用仕切装置
１７　　　　カバーブラケット
１８　　　　仕切板
１９　　　　仕切ブラケット
２０　　　　吊下げ調整手段
２１　　　　サイドカバー
２２　　　　吊下げ調整手段

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(8) JP 3772985 B2 2006.5.10



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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